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岩
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質
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対
し
、
別
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弁
書
を
送
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す
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衆
議
院
議
員
岩
垂
寿
喜
男
君
提
出
国
鉄
貨
物
輸
送
合
理
化
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

日
本
国
有
鉄
道
の
貨
物
輸
送
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
七
年
七
月
三
十
日
の
臨
時
行
政
調
査
会
答
申｢

行
政

改
革
に
関
す
る
第
三
次
答
申
―
基
本
答
申
―
」
及
び
こ
れ
を
受
け
た
同
年
九
月
二
十
四
日
の
閣
議
決
定｢

日
本
国

有
鉄
道
の
事
業
の
再
建
を
図
る
た
め
に
当
面
緊
急
に
講
ず
べ
き
対
策
に
つ
い
て
」
並
び
に
昭
和
五
十
八
年
八
月

二
日
の
日
本
国
有
鉄
道
再
建
監
理
委
員
会
意
見
「
日
本
国
有
鉄
道
の
経
営
す
る
事
業
の
運
営
の
改
善
の
た
め
に

緊
急
に
講
ず
べ
き
措
置
の
基
本
的
実
施
方
針
に
つ
い
て
」
及
び
こ
れ
を
受
け
た
同
月
五
日
の
閣
議
決
定
の
趣
旨

を
踏
ま
え
、
関
係
方
面
の
理
解
を
求
め
つ
つ
、
合
理
化
を
着
実
に
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。 

二
に
つ
い
て 

 

1 

新
鶴
見
操
車
場
は
、
現
在
列
車
の
分
解
・
組
成
を
行
う
仕
訳
線
、
列
車
の
到
着
・
出
発
、
機
関
車
の
付
け 



2 

東
海
道
方
面
の
旅
客
輸
送
対
策
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
五
年
ま
で
に
線
路
増
設
を
行
い
、
東
海
道
本
線

と
横
須
賀
線
と
に
分
離
し
た
の
で
、
旅
客
輸
送
の
線
路
容
量
に
余
力
を
残
し
て
い
る
。 

昭
和
五
十
九
年
二
月
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
伴
う
合
理
化
に
よ
り
、
同
操
車
場
に
お
い
て
は
、
仕
訳
線
及
び
こ 

れ
に
関
連
す
る
若
干
の
線
が
廃
止
さ
れ
、
こ
れ
以
外
の
線
に
つ
い
て
は
存
続
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。 

し
た
が
つ
て
、
東
海
道
貨
物
線
の
旅
客
線
化
に
つ
い
て
は
、
長
期
的
な
課
題
と
し
て
今
後
検
討
す
べ
き
も 

の
と
考
え
て
い
る
。 

替
え
、
乗
務
員
の
交
替
及
び
列
車
の
待
合
せ
を
行
う
着
発
線
、
同
操
車
場
を
経
由
し
て
、
武
蔵
野
線
等
の
営 

業
線
相
互
間
に
運
転
さ
れ
る
列
車
の
通
過
本
線
、
機
関
車
の
留
置
、
検
査
及
び
修
繕
を
行
う
機
関
区
線
、
着 

発
線
か
ら
機
関
区
線
へ
至
る
通
路
線
等
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。 

な
お
、
廃
止
さ
れ
る
予
定
の
仕
訳
線
等
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
、
今
後
慎
重
に
検
討
し
て
ま
い
り
た 

 

い
。 

四 

 



 

五 

3 
い
わ
ゆ
る
武
蔵
野
南
線
は
、
武
蔵
野
線
府
中
本
町
か
ら
新
鶴
見
操
車
場
間
の
貨
物
線
で
あ
る
が
、
そ
の
旅

客
線
化
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
と
ほ
ぼ
並
行
す
る
南
武
線
と
の
関
係
、
ト
ン
ネ
ル
区
間
が
多
い
た
め
旅
客
駅
の 

設
置
に
多
額
の
費
用
を
要
す
る
こ
と
等
問
題
が
あ
る
。 

し
た
が
つ
て
、
い
わ
ゆ
る
武
蔵
野
南
線
の
旅
客
線
化
に
つ
い
て
は
、
長
期
的
な
課
題
と
し
て
今
後
検
討
す 

べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

右
答
弁
す
る
。 




